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■［Fieldwork］街の文化をかたまりでつかむ

――古本・映画・レコード・喫茶を軸として（3）
⦁ 神⼾学院⼤学現代社会学部現代社会学科2023年度

《ゼミナールI／現代社会基礎実習I》（担当：番匠健一）第5回
⦁ 実施日：2023年5月19日（金）
⦁ ゲスト講師：村上潔（立命館⼤学生存学研究所客員研究員）
⦁ 巡⾒範囲：神⼾市中央区元町通1丁目〜4丁目界隈（元町サウスウェストエリア）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

■実施要項
◆集合場所・時間
◇13:45 JR元町駅東改札口南側広場

＊地図：https://www.jr-odekake.net/eki/premises?id=0610144
◆終着地点・時間
◇15:15 神⼾市立こうべまちづくり会館

＊地図：https://kobe-machi-kaikan.city.kobe.lg.jp/access/
→ その後、同館地下1階ギャラリーで開催中の《画家 倉掛喜八郎展――「阪神間モダ
ニズム」を種にして》を鑑賞。

◆コース
◇前年度＝（2）を踏襲する

http://www.arsvi.com/2020/20220527mk2.pdf
＊ただし若干の変更が予定される

◆注意点
◇感染症対策を十分意識して参加してください。
◇行程の⼤半は屋根のない道路を歩くことになるので、雨具を各自持参してください。
◇途中休憩はありません。飲料水を各自持参し、適宜水分補給してください。トイレは終着
地点の〈神⼾市立こうべまちづくり会館〉内で利⽤できます。
◇訪問する各お店の外観の写真撮影は控えてください（公的施設・映画館は可）。撮影（→
公開）したい場合は、後日個人的にお店を訪問して、店主さんに許可をとって行なってくだ
さい。
◇スマートフォン等で資料を確認するのは、立ち止まったときにしてください。歩いている
ときは、通りの風景全体をよく観察し、視覚以外の感覚も意識して空間の雰囲気を感知する
ようにしてください。
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◆実施趣旨・概要
街［まち］の文化というものは、ターミナル駅にオフィスビルやショッピングセンターや

アミューズメント施設があるから／できたから維持されるわけではありません。
文化の土台を構成するさまざまな分野の、さまざまな機能を担う場所が、一定の区域に密

集して存在し、それらが有機的につながり、日常的に人々の流れが行き交い、モノやお金以
外のやりとりが活発になされることで再生産されるものです。

それは、「トレンド」や「マーケティング」といった文脈からは距離をとった次元にあ
り、⼤きな「経済」・「消費」の観点からは⾒出し難いものです。「地域の活性化」といっ
た観点で括るのも――そう括られがちですが――少しずれています。

では、なにがその根底にあるのか。私たちはどうやってその「世界」にアプローチしてい
けば、そのおもしろさに到達できるのか。実際に街を歩くことで、それを考えるきっかけを
つかみましょう。

このフィールドワークでは、元町駅から花隈エリア（元町通4丁目）までの短い区間を歩
くなかで、古本・映画・レコード・喫茶に関係する約20か所のスポットを紹介していきます
（時間の問題、人数の問題があるので、各お店や施設の中には入りません）。

歴史、世代間継承、ジャンルへの情熱、ジェンダー……。いろいろなポイントがあります
が、まずは地理的・空間的に、その様態を感じ取ってください。そして、個々の場所がもつ
魅力や、エリア全体がもつポテンシャルをじっくり考えてみましょう。気になった場所は何
度も再訪して、そこにいる人と話をしてみましょう。きっとそこでなにかがわかってきま
す。街の文化の真ん中に飛び込み、身体的に楽しむこと。その感覚をつかむことが、この講
義の目的です。では歩きましょう。

◆メイン資料
◇前年度＝（2）を踏襲する

http://www.arsvi.com/2020/20220527mk2.pdf ☆要ダウンロード
◆サブ資料
◇本資料

■事前に読んでおいてほしいもの
◆下記《参考記事引⽤集》
＋
◇「レコードが聞きたい！（後編）：プレーヤー購入、記者は「人生で初めての1枚」にド
キドキで針を落とす」（『神⼾新聞NEXT』2023年2月5日／https://www.kobe-
np.co.jp/news/sougou/202302/0016024784.shtml）
◇岡信雄「「ジャズが似合う街」なぜ神⼾？…伝統受け継がれ、⼦どもが演奏楽しむ土壌」
（2023年1月29日『読売新聞』⼤阪朝刊／神⼾／27⾴／
https://www.yomiuri.co.jp/culture/music/20230129-OYT1T50066/）
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◇「関⻄のミニシアターを学生が応援！「映画チア部」の活動に迫る」（立命館⼤学／2023
年1月6日／https://www.ritsumei.ac.jp/news/detail/?id=2954）
◇上杉順⼦「ソロでも楽しい夏休み（3）古書店めぐり 時空を超えた旅へ」（『神⼾新聞
NEXT』2021年8月18日／https://www.kobe-
np.co.jp/news/kobe/202108/0014599949.shtml）
◇ゆう「読書の秋は神⼾で『古本屋巡り』 本に囲まれ、お気に入りの一冊に出会う 〜三
宮・元町・灘〜」（『神⼾ジャーナル』2022年9月27日／https://kobe-
journal.com/archives/9647622896.html）
◇小谷千穂「モトコー今昔（番外編）ラーメン店・来来亭 古書店・サンコウ書店」（『神
⼾新聞NEXT』2021年3月30日／https://www.kobe-
np.co.jp/news/kobe/202103/0014194823.shtml）

■資料
◆2022/05/27 「［Fieldwork］街の文化をかたまりでつかむ――古本・映画・レコード・
喫茶を軸として（2）」［ゲスト講師：村上潔］

13:45〜15:15 神⼾市中央区元町通1丁目〜4丁目界隈
神⼾学院⼤学現代社会学部現代社会学科2022年度《ゼミナールI／現代社会基礎実習I》
（担当：番匠健一）第6回
【資料（PDF：A4／10p.）http://www.arsvi.com/2020/20220527mk2.pdf】

◆2021/11/13 「［『ガールズ・メディア・スタディーズ』刊行記念トーク（神⼾編）］
⼥の⼦とコミュニティ――ジン・カルチャーの視点から⾒る神⼾文化」［トークゲスト：⽥
中東⼦・村上潔］

18:30-20:45 於：1003
【資料：http://www.arsvi.com/2020/20211113mk.htm】

◆2021/11/05 「［Fieldwork］街の文化をかたまりでつかむ――古本・映画・レコード・
喫茶を軸として（1）」［ゲスト講師：村上潔］

14:00〜16:00 神⼾市中央区元町通4丁目〜1丁目界隈
神⼾学院⼤学現代社会学部現代社会学科2021年度《ゼミナールII／現代社会基礎実習II》
（担当：番匠健一）第7回
【資料（PDF：A4／21p.）http://www.arsvi.com/2020/20211105mk.pdf】

◇このみ「古本屋・古書店『清泉堂書店』が、元町に移転オープンしてる。創業明治35年の
お店」（『神⼾ジャーナル』2022年12月12日／https://kobe-
journal.com/archives/6424494932.html）
＋
◇金井恒幸「夏休みは地域の映画館へ 神⼾・元町映画館など全国で催し 30日〜8月5日、
日替わりで7作品」（『神⼾新聞NEXT』2022年7月17日／兵庫おでかけプラス／
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https://www.kobe-np.co.jp/news/odekake-plus/news/detail.shtml?news/odekake-
plus/news/pickup/202207/15480770）
◇「開館10年の元町映画館 21日から記念作品上映やイベント」（『神⼾新聞NEXT』2021
年8月20日／兵庫おでかけプラス／https://www.kobe-np.co.jp/news/odekake-
plus/news/detail.shtml?news/odekake-plus/news/pickup/202108/14606916）
◇「元町映画館、独自路線で人気定着 8月に9周年企画」（『神⼾新聞NEXT』2019年7月
30日／兵庫おでかけプラス／https://www.kobe-np.co.jp/news/odekake-
plus/news/detail.shtml?news/odekake-plus/news/pickup/201907/12562354）
＋
◇《特集：神⼾ジャズ100年》（『神⼾新聞NEXT』／https://www.kobe-
np.co.jp/rentoku/jazz100/）
◇福井しほ「「知的なおやじの音楽」が変化した！ 20代ジャズ人気の背景に“リテラシー”
の浸透」（『AERA』2023年5月1・8日合併号／
https://dot.asahi.com/aera/2023050100031.html）

■資料：追加（2023-05-20）
◇はるな「元町の地下で「ジャズ」に溺れよう。⼤音量の音楽に没入する、非日常体験をし
てきた。手作りシフォンケーキなども 『ジャズ喫茶 Jam Jam』〜神⼾・元町〜」（『神⼾
ジャーナル』2023年1月5日／https://kobe-journal.com/archives/7982986393.html）
◇芹澤和美「ビギナー歓迎！肩ひじ張らずに音楽を楽しめる神⼾のJazzyなスポット」
（『Feel KOBE 神⼾公式観光サイト』2022年1月22日／https://www.feel-
kobe.jp/column/jazz_spots_for_beginners/）
◇カオル「元町商店街にライブハウス『ALWAYS（オールウェイズ）』ができてる。「萬屋
宗兵衛」の跡地」（『神⼾ジャーナル』2021年10月21日／https://kobe-
journal.com/archives/4777482635.html）
----------------------------------------------------------------------------------------------

■参考記事引用集■
＊以下の記事引⽤はすべて授業での教育利⽤のためのものです。

【1】
……………………………………………………………………………………………………………

■［ひょうごで暮らす］神⼾・元町 古書のまちに 新規店続々、老舗も健在
（『毎日新聞』2020年10月13日兵庫版23⾴）

神⼾元町商店街（神⼾市中央区）と周辺に古書店が増えている。元町通3〜4丁目では
この1年半あまりで移転を含め6店がオープン。若い店主や、従来の「古本屋」のイメー

4



ジを覆すおしゃれな店も登場している。ときは灯火親しむ、読書の秋。元町古本事情を
のぞいた。【木⽥智佳⼦】

「数えてみたら、元町かいわいに古本屋は15店あります」。そう教えてくれたの
は、10月初旬に元町通4丁目に新装開店した「サンコウ書店」の⻄川和秀さん（60）。脱
サラしてJR高架下のモトコーで古書店を始めたのは1996年。耐震工事が続き先が⾒通せ
なくなったため、移転を決めた。越してきた先は歩いて数分の「慣れ親しんだ元町」の
一角。「家賃もそれほど高くないし、頑張りさえあれば人を呼べる場所やないかな」

同じブロックでは9月初め、⽥辺栞（しおり）さん（24）が「本の栞」を開店。⼤学時
代、絶版本などを求めて古書店へ行き始めたという。「会社勤めより向いてそう」と店
主を目指し、古書店でのアルバイトで資金をためた。周りに個人商店や住宅も多いこの
地域は「ふらっと入ってこられる方もいて、顔なじみのお客さんもできた」と話す。店
内は壁面のみに本棚を置きすっきりした配置。「古本屋巡りをしている」という⼥⼦⼤
学生がゆっくり本を選んでいた。その並びのビル2階には、絵本が豊富な「ハニカムブッ
クス」がある。店主の佐伯京⼦さん（39）のセンスで彩られ、アクセサリーなどの雑貨
も販売している。

4丁目では2019年秋、市立こうべまちづくり会館の1階に、7店が合同で運営する「神⼾
元町みなと古書店」が開設された。ガラス張りの間口で入りやすい雰囲気だ。斜め向か
いのビルの半地下には、同じように複数の店が共同経営する「神⼾古書倶楽部（くら
ぶ）」があり、さらに今年3月、モトコーから「マルダイ書店」も隣のビル2階に移転し
てきた。

東の3丁目に目を移すと、19年2月、元町駅北のエリアでギャラリーとしても人気を定
着させていた「トンカ書店」が、「花森書林」と名を変え開店。3月には、⼤阪府内の新
刊書店に勤めていた森⽥敦さん（32）が、ビルの2階にスマートな空間の「荒野（こう
や）」を開いた。花隈公園の北側でも、17年に「古書ノーボ」（下山手通5丁目）ができ
ている。「地域に密着した店」を目指す店主の高木稔さん（46）は「車椅⼦やベビー
カーでも入れ、ゆっくり⾒てもらえる店でありたい」と話す。

老舗も健在だ。昭和の初期に創業、書道や美術などの専門書を主に扱う「文紀書房」
（元町通6丁目）。店主の坂本慶⼦さん（79）は「（コロナ禍で）観光船が入りませんで
しょ。外国の方がお土産に買って行かれる一枚物の浮世絵などが売れなくなって」と憂
い顔。それでも、周辺で古書店が増えていることについては笑顔で期待を寄せる。「い
ろんなジャンルがあって人が集まり、古本が売れるのはうれしいですね」

……………………………………………………………………………………………………………
【2】
……………………………………………………………………………………………………………

■［新型コロナ］新型コロナ 営業？休業？揺れる古書店 「今できること」発信の店
も

（『毎日新聞』2020年4月25日兵庫版22⾴）
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外出の自粛で人通りが少なくなった神⼾のまちで、古書店主らが「店を開け続けるべ
きか、休むべきか」と揺れている。個人経営の小さな「古本屋」は県の休業要請の対象
外だが、店が狭いこともあり、客足が遠のきがちだ。そんな中でも「今できることを」
と、シャッターを下ろした無人の店内で展覧会を開き、インターネットのホームページ
で発信を始めた店もある。【木⽥智佳⼦】

◇神⼾・花森書林がWEB展覧会 猫写真で心軽く
神⼾市中央区元町通3の古書店「花森書林」。県の休業要請後、16日から臨時休業して

いる店内で、神⼾市在住の写真家、永⽥收（おさむ）さん（67）の個展「誰もいない展
覧会〜猫の眼〜」が開かれている。店主の森本恵さん（40）は、新型コロナウイルスの
感染が拡⼤してからも、「⼤丈夫？」と顔を⾒せてくれるなじみの客らに応えようと、
悩みながらも店を開けていた。営業時間の短縮も考えたが、⼦どもの保育園が休みに
なったこともあり臨時休業を決めた。

間口の小さい店の奥にはギャラリースペースがある。友人でもある永⽥さんが、猫の
写真パネルを抱えて店を訪れたのは、臨時休業に踏み切る少し前。永⽥さんも、講師を
務める写真教室が休止になるなど、収入減に直面していた。2人で話すうちに「誰もいな
い展覧会」のアイデアが浮かんだ。「不安はつきまとうけれど、少しでも歩みを進めよ
う」と、さっそく準備に取りかかった。

展⽰している猫の写真は、永⽥さんが阪神⼤震災（1995年）の前後から神⼾や⼤阪の
下町を歩いて撮り続けた数十枚の中の17点。過酷な状況でも強くしなやかに生きる路地
裏の野良猫たちをモノクロフィルムで写している。永⽥さんは「彼らの眼光の鋭さや柔
らかさに度々力をもらってきた」と語り、森本さんも「（永⽥さんの写真が）家から気
軽に出られない沈んだ気持ちや、あふれる情報で疲れた心を軽くしてくれることを願い
たい」と話す。

県が公表した休業要請リストでは、新刊書を扱う「本屋」は「生活必需物資販売施
設」として要請の対象外。一方で「古本屋」は「商業施設」に区分けされ、「床面積の
合計が1000平方メートル超」なら「使⽤停止等を要請」としている。

ツイッターなどには「本屋」と「古本屋」が線引きされていることに疑問を呈する店
主や利⽤者の声も上がった。実際には、まちの小さな古書店が休業を求められているわ
けではなく、神⼾市内でも営業を続ける店は少なくない。それでも、店主らは「（休業
か否かの）葛藤に押しつぶされそう」「お客さんは来ないけど、家賃払わなあかんから
開けている」と苦しい胸の内を打ち明ける。

「誰もいない展覧会」は花森書林のホームページから⾒ることができる。
〔神⼾版〕

……………………………………………………………………………………………………………
【3】
……………………………………………………………………………………………………………
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■神⼾元町みなと古書店：元町に古書の新風 来月1日、共同運営店開業 「限定市」好
評受け

（『毎日新聞』2019年9月24日兵庫版22⾴）

神⼾市の元町に古本1万冊以上を集めた「神⼾元町みなと古書店」が10月1日にオープ
ンする。市立こうべまちづくり会館（神⼾市中央区元町通4）の改装に合わせ、1階で営
業を始める。近くの元町高架通商店街（通称モトコー）などには中古の雑貨や古着の店
も並び、リサイクルの文化が根付くエリア。若手の古書店主らが共同で運営し、幅広い
ジャンルの古書が並ぶ予定で、新しい風を吹き込みそうだ。

新しい古書店は、サンコウ書店▽清泉堂書店▽カラト書房▽おくだ書店▽口笛文庫▽
花森書林▽ブックス・カルボ――の市内で営業する7店が共同で運営。店ごとに書棚を分
け、文庫、専門書、児童書などを販売。店番は若手店主らが交代で担当する。1階はガラ
ス張りで、神⼾元町商店街の買い物客らの目にも留まりやすい。

同商店街では、新刊を扱う老舗「海文堂書店」が2013年9月に閉店。「気軽に立ち寄れ
る本屋さんが少なくなった」とささやかれていた。17年には、海文堂書店の元店員や近
くの古書店主、出版社関係者がイベント「『海の本屋』復活スペシャル」を開催。18年
には、会館の有効活⽤法を探る社会実験として、今回の古書店開設に参加する7店による
期間限定の古書市も2回開いた。好評だったことから、今回のオープンが決まった。

こうべまちづくり会館は、住⺠主体のまちづくり活動の拠点を目指して1993年に設
立。図書が閲覧できるライブラリーやホール、ギャラリーを備え、講演会や展覧会など
に使われてきた。老朽化が進み、さらなるにぎわい作りを目指して、今年4月から改修工
事が続いてきた。新たに仕切りがついたワークスペースや「まちづくりラボ」を設ける
ほか、貸室は従来通り申込制で利⽤者を募る。

7店を代表するサンコウ書店の店主、⻄川和秀さんは「本のリサイクルという側面と、
面白い発⾒が潜む古本屋らしい魅力を兼ね備えた店を目指す。⼦どもから年配の方たち
でにぎわう『商店街の本屋さん』になればうれしい」と話している。

古書店の営業は午前10時〜午後5時半。水曜定休。【木⽥智佳⼦】
〔神⼾版〕

……………………………………………………………………………………………………………
【4】
……………………………………………………………………………………………………………

■ミニシアター 学生応援隊 「映画チア部」 自主上映会、ネットに作品の感想
（2022.08.26『読売新聞』⼤阪夕刊／娯楽／03⾴）

◎ええやん！ かんさい
■FRI
◆同世代に魅力伝える
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若い人たちにミニシアターに足を運んでもらおうと、関⻄を拠点に活動する学生団体
「映画チア部」に、全国の劇場関係者が注目している。客層の高齢化に加え、コロナ禍
の影響もいまだ深刻で、⼤型のシネマ・コンプレックス（シネコン）に慣れ親しんだ同
世代の若者に、ミニシアターの魅力を伝えてほしいと期待する。（吉⽥清均）

映画チア部は2015年、元町商店街（神⼾市中央区）の中ほどにあるミニシアター「元
町映画館」が、ツイッターで「学生映画応援隊みたいなものを結成します」と呼びかけ
て発足。同館支配人の林未来さん（48）は「⼤人が来場を呼びかけると押しつけがまし
いが、目線が同じ学生なら同世代に魅力が伝わる」と考えたという。

18年には、それぞれシネ・ヌーヴォ（⼤阪市⻄区）と出町座（京都市上京区）を拠点
とする支部ができ、現在は関⻄の⼤学に通う学生ら計22人が所属している。

主な活動内容は▽関⻄で上映機会が少ない作品を集めた自主上映会の企画▽ミニシア
ターでメンバーと一緒に映画や監督の座談会を⾒る「シネマツーリング」▽作品の感想
や監督へのインタビューといったインターネット記事の執筆――など多岐にわたる。コ
ロナ禍で劇場が苦境に陥った21年には、オリジナルTシャツを作って売り上げを寄付し、
運営継続に一役買った。

今夏からは、全国7か所のミニシアターが連携して⼦ども向けに実施する特別企画「夏
休みの映画館」にも参加。学生らが上映するアニメ映画「夜明け告げるルーのうた」を
選び、作品の⾒所などを語るイベントを行った。

かつて街ごとにあった映画館は、シネコンが台頭した00年代以降に減少。一般社団法
人「コミュニティシネマセンター」（東京）によると、シネコンを除く映画館のスク
リーン数は、00年に約1400だったが、21年には約440まで減った。多くは⼤手の映画配
給会社やその系列会社が運営する映画館だ。

1980年代に全国的なブームが起きたミニシアターは近年も微増しているものの、ブー
ムを支えた観客が高齢化する一方、新たに足を運ぶ若年層は増えず、先行きの不透明さ
は否めない。さらにコロナ禍が経営難に追い打ちをかけ、7月29日には東京の老舗劇場
「岩波ホール」が閉館。9月30日には⼤阪の「テアトル梅⽥」が営業を終える予定だ。

林さんは「若者が来ないのは全国共通の悩み。学生の意⾒を聞くことは良い刺激にな
る」と期待する。

高校生の頃に初めてミニシアターに行ったという京都芸術⼤3年、村⽥陽奈（ひな）さ
ん（20）は「小さな空間で映画を⾒ると、印象が変わることに魅力を感じた。同世代に
こういう文化もあると知ってもらいたい」とチア部に入部した。

立命館⼤3年、東真優（まひろ）さん（22）は「自分たちが楽しそうに活動する姿が、
ミニシアターに足を運ぶきっかけになればうれしい」と話した。

写真＝ミニシアターの魅力を伝える活動をする「映画チア部」の東さん（左）と村⽥
さん（⼤阪市⻄区のシネ・ヌーヴォで）

写真＝映画上映後に行われた「映画チア部」のトークイベント（神⼾市中央区の元町
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映画館で）
……………………………………………………………………………………………………………
【5】
……………………………………………………………………………………………………………

■金⼦恭未⼦「［映画館で待ってます：第4回］私立でも公立でもなく“映画ファン立”の
劇場：兵庫 元町映画館編」

（『映画ナタリー』2021年8月27日／https://natalie.mu/eiga/column/442003）
＊以下抜粋引⽤

❝ 今回は兵庫県にある元町映画館を取材した。元町商店街の通りに佇む同劇場は、2010
年に映画ファンが集まり作った“映画ファン立”の劇場だ。｜このたびの取材では、オープ
ンから劇場を支えてきた支配人・林未来にインタビューを実施。名作からカルト映画、
ドキュメンタリー、ホラー、インディーズ作品など多種多様な作品を上映することの意
味や、今後劇場が目指す姿などを聞いた。❞

❝――2010年にオープンした元町映画館は、映画ファンが自分たちの手で作った劇場だと
聞いています。

そうなんです。2000年以降、関⻄でもどんどん独立系の映画館がなくなってしまって⾒
事に焼け野原になってしまって（笑）。このままだったら好きな映画を観に行く場所が
なくなるというところから、映画好きの人たちが集まって、劇場を作ることになったん
です。私は新聞でたまたま新しい劇場ができることを知って、一から映画館を作る現場
に立ち会える機会なんてもうないかもしれないし、面白そうだから顔突っ込みたいなっ
て（笑）。ボランティアでもなんでもいいからお手伝いしたいですって連絡したら、立
ち上げメンバーはみんなほかに仕事を持っている人ばかりで、スタッフもいないから
「じゃあ一緒にやらへん？」って。当時、映画とは関係ない仕事をしていたんですが、
もともと映写技師をやっていたので、映写技師として働くことになりました。その
後、2013年に2代目の支配人になったんです。❞

❝――林さんご自身も今まで多くの映画人と交流してきて、つながりを深めてきたと思い
ます。

ただ作品をかけるだけじゃなく、一緒に何かイベントをやったり、時間を過ごすと関係
が深くなりますし、好きになっちゃいますよね。そうやってつながった人たちが、元町
映画館10周年記念映画「きょう、映画館に行かない？」を監督してくださって。皆さん
にはやっぱり特別な思いがあります。
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──今までいろんなイベントを組んできたと思うんですが、印象深いものはあります
か？

変なことはいっぱいやってきましたね（笑）。ゾンビメイクをして商店街を歩くとか、
等身⼤のムカデ人間を作ってもらって、劇場に置いたり。みんなビビってました
（笑）。面白いからやってみようという思い付きを実現するのに、ハードルがないから
いろいろやってこれたんだと思います。

──林さんは、元町映画館で10年以上働いていらっしゃいますが、劇場で働く魅力はど
こにありますか？

やっぱり映画館で働くのは楽しいです。シビアに考えているので、好きなことを仕事に
する！というキラキラした理想は語れないですけど（笑）、上映する作品が次から次へ
と変わるので、ずっと面白い場所であり続けるのが映画館の魅力だと思います。そうい
う劇場であろうと意識もしていますね。

──今後やってみたい企画や特集上映はありますか？

やりたいことは死ぬほどありますね。ただ私はあくまでも、ここの構成員の1人でしかな
いと思っているんです。館主の存在が⼤きくて、その人のセレクトに信頼を置くお客さ
んが集まるミニシアターもあると思うんですが、うちはいろんな人が関わってできた映
画館なので、みんなで面白いことを作っていく場所でありたいと思っています。「こん
なんしたら面白いんちゃう？ 2階のスペースをこんなふうに使ったらええんちゃう」と
か、どんどん関わってもらって、もうちょっと公共性を高めたいなと。去年10周年のタ
イミングで設立者の堀忠が「私立でも公立でもなく“映画ファン立”の劇場だから、もっと
もっとそういう形を突き詰めていきたい」ということを言っていて。これはえらい宿題
を残されたなと思ったんです（笑）。まだまだ既存の映画館の形にとらわれている部分
もあると思うので、このあとの10年で、利⽤する人みんながみんな“ここは自分の映画館
やねん”と思えるような場所にするため、どうすべきか考えていきたいです。

──映画ファンにはどんどん元町映画館と出会ってほしいです。

いつも面白いことをしたいなと考えているので、面白いものに出会いたかったり面白い
場所で遊びたい人はどんどん来てほしいですね。そして、一緒により面白い場所を作り
たいです。面白いしか言うてへんですね（笑）。でも、皆さんと作っていく劇場であり
たいです。❞

----------------------------------------------------------------------------------------------
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